
各界の専門家をゲストスピーカーとして招き、未来産業を考える上での論点やシナリオを共に読み解きました。

グローカル＆未来志向な、群馬県ゆかりの有識者で構成し、群馬ならではの未来産業の姿や政策モデルに
ついて、様々な角度からご提言いただきました。
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「自動車産業の危機と今後に向けて」

桑島 浩彰 氏

（カリフォルニア大学バークレー校
ハース経営大学院ハース・エグゼ
クティブ・フェロー）

第３回会議（R4.12.13）

群馬県産業の将来性と産業政策の方向性を総合的に検討する有識者会議「ぐんま未来産
業アドバイザリーボード」を、令和４年10月から令和５年３月まで５回にわたり開催しま
した。
この会議では、「デジタルイノベーション」「自動車産業」をテーマとして、未来シナ

リオ予測や影響分析、群馬県産業の強みを生み出すための展開を検討し、持続的に発展で
きる産業構造と一人当たり県民所得の向上を実現していくための施策を取りまとめました。

第２回会議（R4.11.25）第１回会議（R4.10.4）

ゲストスピーカー

「官民協働で社会課題を解決する」

関 治之 氏
（(一社)コード・フォー・ジャパン

代表理事）

第４回会議（R4.12.22）

「デジタルシフトと産業構造転換」

尾原 和啓 氏

（IT評論家、フューチャリスト）

「企業情報から見た群馬県企業」

直井 明彦 氏

（(株)帝国データバンク群馬支店長）

ぐんま未来産業アドバイザリーボード
報 告 書（概 要 版）

「ぐんま未来産業アドバイザリーボード」とは？

群馬県 産業経済部 産業政策課 産業戦略室



１．群馬県産業の現状と今後のシナリオ

製造業・自動車産業が群馬県産業をけん引

➢ 製造業が、県内総生産(GDP）と就業者数
の両面から群馬県経済をけん引。特に自動車
産業に特化。

➢ 自動車産業の取引総額は過去10年間で1.4倍
以上伸びている一方、１社当たりの売上額は
2015年をピークに下降トレンド。電動化関連
の事業獲得も今後の課題。

➢ 完成車メーカーの成長に付いていくための
攻めの経営、成長への投資が必要。

デジタルイノベーションと人的資本の
質の向上による、生産性の向上を

➢ 経済の成長、県民所得の向上には「生産性の向上」が不可欠。デジタルとの「新結合」
としてのイノベーションと、人的資本の質の向上がカギ。

➢ 製造業など力のある産業の更なる生産性向上に加え、デジタル・データ・ソフトウエア
を源泉とした高付加価値型企業の集積も必要。

➢ 企業のＤＸによる付加価値創出等は道半ば。スキル・ノウハウなど人材に起因した課題
を克服するため、リスキリング、兼業・副業人材の活用なども重要。

バブルチャート（産業別県内総生産(GDP)就業者

数・就業者数当たりGDPの関係、2019年度）

経営者に着目した施策の必要性

➢ 経営者が自ら経営力を高める
とともに、技術力や開発力を
高め、独自の事業展開ができる
ような体質改善が必要。

➢ 経営者の年齢層や後継者有無の
状況を踏まえ、創業・スタート
アップ支援、事業承継支援と
いった経営者に着目した施策の
重要性が増していく。

GDP 35%

就業者数 24%

出所：「令和元年度県民経済計算」(2022年10月)

群馬県企業の現在の「DX」取り組み内容

出所：ぐんま未来産業アドバイザリーボード第１回会議 株式会社帝国データバンク資料

出所：地域経済分析システム
RESASデータを加工

群 馬 県 産 業 の 現 状



デジタルイノベーションが進んだ世界観とシナリオ

➢ デジタルが現実世界を包み、モバイルが起点となってリアルの行動を決める「モバイルフ
ァースト」がこの20年で完成しつつある。現実世界のデータ化とAIが支える「バーチャル
ファースト」も到来。私たちの行動や暮らしの価値も着実に変化していく。

➢ デジタルは、これまでの「思考や行動の縛り」を解き放ち、新しい自由な行動・体験価値
を支援していくための解決策。これは、単にデジタルで埋め尽くされた便利な世界を追求
するのではなく、ウェルビーイングの実現、「幸福を実感できる」世界を目指すもの。

「移動」の価値DXによりモビリティの価値自体が変化。それゆえのCASE、
MaaS。自動車産業が進むシナリオは？

➢ ハードウェアを含めたデジタル関連技術の革新によって「移動の価値」が変革すること
で、モビリティの価値自体も大きく変化。モビリティへのニーズは、これまでのプロダク
ト（製品の良さ）に加え、サービス（シェアライド・MaaS）、パーパス（移動時間・空
間に対する価値観の変化）といったレベルへと変化を遂げていく。CASE対応や新たなモ
ビリティサービス（MaaS等）が世界で必然の動きに。

こうした現状とシナリオを踏まえ、群馬県が目指す未来産業の姿は？

今 後 の シ ナ リ オ
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２．目指すべき未来産業の姿

３．群馬の新たな産業政策モデル

目指すべき未来産業の姿を実現する

ため、群馬県では、３つのミッション

を掲げて、新たな産業政策モデルを

これから続々と生み出していきます。

県民や企業の皆さんが、未来産業の

中で活躍していく主役です！共に第一

歩を踏み出し、未来を創りましょう。

胸襟を開いて受け入れ、世界最先端の実証実験・モデル事業を生み、国内外へ発信！

① 既存産業のデジタル技術による高付加価値化＆高所得企業の誘致

➢ 製造業をはじめとする群馬県を支える産業群を、デジタルとの掛け合
わせによる付加価値の高い産業へバージョンアップ

➢ 情報・流通・専門技術サービス業など高付加価値型企業を海外企業も
含めて誘致。バランス良く生産性の高い産業群を創造

② 自動車産業からモビリティ産業への転換

➢ 群馬の強みである自動車産業の集積を活かして「移動」に新たな付加
価値を見い出すモビリティ産業へと産業の柱を転換

➢ イノベーションの機会創出とリスキリングなど人的資本の質の向上に
資する施策を展開。産業と雇用をセットでバージョンアップ

③「未来社会を創る人財・企業」が集まるエコシステムによる新産業創出

➢ シビックテックの活用や、大学を核としたスタートアップ・エコシステムの活性化などにより、
未来社会を創る人財や企業が群馬に集まるエコシステムを構築。これまでにない新産業を創出

④クリエイティブの発信源

➢ デジタル技術を持ったクリエイティブ人材の育成や関連企業の誘致等、
クリエイティブ産業の拠点化を目指す

➢ デジタル×メディア×アート×技術を組み合わせた、群馬県独自のクリ
エイティブ産業を創出

⑤リトリートの聖地

➢ 関心が高まる、地方への移住やワーケーション、心や体を癒やす旅行
などの需要を取り込み

➢ 群馬の強みである温泉や食、自然、様々なアクティビティなどを組み合わせ、国内外から誘客促進

未来社会を創る人財・企業が集まる
エコシステムを育む、新たな仕掛け

「自動車王国・群馬」をドラス
ティックにバージョンアップ

「クリエイティブ」な産業を生み
出す多彩なメカニズム

ミッション1

ミッション2 ミッション3

報告書(全体版）
は、こちらから
ダウンロード


